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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月1日(2020.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置であって、
　第一の無線ネットワークを介して他の通信装置と接続する第一の接続手段と、
　外部装置が有するコンテンツの取得を前記通信装置へ指示する際に前記他の通信装置が
送信する所定の信号を、前記第一の接続手段により接続した前記他の通信装置から前記第
一の無線ネットワークを介して受信する第一の受信手段と、
　前記第一の受信手段によって前記所定の信号を受信した際に、前記通信装置の役割が前
記第一の無線ネットワークに参加する役割である場合、前記他の通信装置との接続を前記
第一の無線ネットワークを介した接続から前記通信装置の役割が無線ネットワークを構築
する役割となる第二の無線ネットワークを介した接続へ変更する変更手段と、
　前記変更手段により前記他の通信装置との接続が変更された場合に、前記第二の無線ネ
ットワークを介した接続を維持したまま、前記外部装置から第三の無線ネットワークを介
して前記コンテンツを取得する取得手段と、
　前記取得手段による前記コンテンツの取得を行う場合に、前記他の通信装置と前記第二
の無線ネットワークを介して前記コンテンツの再生に関する情報を通信する通信手段と、
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記通信装置が有する第一の値と、前記他の通信装置が有する第二の値とに基づいて、
前記通信装置が無線ネットワークを構築する役割となるか否かを決定する決定手段をさら
に有し、
　前記変更手段は、前記通信装置の役割が無線ネットワークを構築する役割となる前記第
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二の無線ネットワークを構築できるように前記第一の値を変更することにより、前記他の
通信装置との接続を前記第一の無線ネットワークを介した接続から前記第二の無線ネット
ワークを介した接続へ変更することを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記変更手段により前記他の通信装置との接続が前記第二の無線ネットワークを介した
接続へ変更された場合に、前記外部装置が有する前記コンテンツの情報を前記第二の無線
ネットワークを介して前記他の通信装置から受信する第二の受信手段を有し、
　前記第二の受信手段によって受信した前記コンテンツの情報に基づいて前記取得手段は
前記コンテンツを取得することを特徴とする請求項１または２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記第二の受信手段が受信する前記コンテンツの情報は、前記コンテンツの識別子を含
むことを特徴とする請求項３に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記通信手段は、前記他の通信装置に前記コンテンツの再生に関する情報を前記第二の
無線ネットワークを介して送信することを特徴とする請求項１から４の何れか一項に記載
の通信装置。
【請求項６】
　第一の動作チャネルを利用した前記第三の無線ネットワークを介して前記外部装置と接
続する場合に、前記第二の無線ネットワークを前記第一の動作チャネルを利用して構築す
る構築手段をさらに有することを特徴とする請求項１から５の何れか一項に記載の通信装
置。
【請求項７】
　前記第一の受信手段により前記所定の信号を受信した場合に前記通信装置が前記第一の
接続手段により前記他の通信装置と接続していることに基づいて、前記取得手段による前
記外部装置からの前記コンテンツの取得を行えないことを前記他の通信装置に通知する通
知手段をさらに有することを特徴とする請求項１から６の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記変更手段は、前記通信装置の役割が、前記第一の無線ネットワークを構築する役割
である場合、前記第二の無線ネットワークを介した接続に変更せず、
　前記取得手段は、前記第一の無線ネットワークを介した接続を維持したまま、前記外部
装置から前記第三の無線ネットワークを介して前記コンテンツを取得し、
　前記通信手段は、前記取得手段による前記コンテンツの取得を行う場合、前記他の通信
装置と前記第一の無線ネットワークを介して前記コンテンツの再生に関する情報を通信す
ることを特徴とする請求項１から７の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記通信装置が前記第一の無線ネットワークを構築する役割であるか、参加する役割で
あるかを判定する判定手段をさらに有し、
　前記変更手段は、前記判定手段により前記通信装置が前記第一の無線ネットワークに参
加する役割であると判定された場合は、前記他の通信装置との接続を前記第一の無線ネッ
トワークを介した接続から前記第二の無線ネットワークを介した接続へ変更し、前記通信
装置が前記第一の無線ネットワークを構築する役割であると判定された場合は、前記他の
通信装置との接続を前記第一の無線ネットワークを介した接続から変更しないことを特徴
とする請求項８に記載の通信装置。
【請求項１０】
　アクセスポイントと、前記アクセスポイントが構築する前記第三の無線ネットワークを
介して接続する第三の接続手段を有し、
　前記通信装置は前記アクセスポイントを介して前記外部装置と接続することを特徴とす
る請求項１から９の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１１】
　前記第一の無線ネットワークおよび前記第二の無線ネットワークは、いずれもＷｉ－Ｆ
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ｉ　Ｄｉｒｅｃｔ規格に準拠した無線ネットワークであることを特徴とする請求項１から
１０の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１２】
　通信装置であって、
　第一の動作チャネルを利用して他の通信装置と接続する第一の接続手段と、
　第二の動作チャネルを利用して外部装置と接続する第二の接続手段と、
　前記外部装置が有するコンテンツの取得を前記通信装置へ指示する際に前記他の通信装
置が送信する所定の信号を、前記第一の接続手段により接続した前記他の通信装置から受
信する第一の受信手段と、
　前記第一の受信手段によって前記所定の信号を受信した際に、前記第一の動作チャネル
と前記第二の動作チャネルとが異なる場合、前記他の通信装置との接続を前記第一の動作
チャネルを利用する接続から前記第二の動作チャネルを利用する接続へ変更する変更手段
と、
　前記変更手段により前記他の通信装置との接続が変更された場合、前記第二の動作チャ
ネルを利用した前記他の通信装置との接続を維持したまま、前記第二の接続手段により接
続した前記外部装置から前記コンテンツを取得する取得手段と、
　前記取得手段により前記コンテンツの取得を行う場合、前記第二の動作チャネルを利用
して接続する前記他の通信装置と前記コンテンツの再生に関する情報を通信する通信手段
と、を有することを特徴とする通信装置。
【請求項１３】
　前記第一の接続手段により前記他の通信装置と接続する際に、前記通信装置の役割が前
記他の通信装置との無線ネットワークに参加する役割である場合、前記変更手段は、前記
他の通信装置に動作チャネルの変更を要求することで、前記他の通信装置との接続を前記
第一の動作チャネルを利用する接続から前記第二の動作チャネルを利用する接続へ変更す
ることを特徴とする請求項１２に記載の通信装置。
【請求項１４】
　前記第一の受信手段により前記所定の信号を受信した場合に、前記第一の動作チャネル
が前記第二の動作チャネルと異なることに基づいて、前記取得手段による前記外部装置か
らの前記コンテンツの取得を行えないことを前記他の通信装置に通知する通知手段をさら
に有することを特徴とする請求項１２または１３に記載の通信装置。
【請求項１５】
　前記変更手段により前記他の通信装置との接続が変更された場合に、前記外部装置が有
する前記コンテンツの情報を前記他の通信装置から受信する第二の受信手段を有し、
　前記取得手段は前記第二の受信手段によって受信した前記コンテンツの情報に基づいて
前記コンテンツを取得することを特徴とする請求項１２から１４の何れか一項に記載の通
信装置。
【請求項１６】
　前記第二の受信手段が受信する前記コンテンツの情報は、前記コンテンツの識別子を含
むことを特徴とする請求項１５に記載の通信装置。
【請求項１７】
　前記通信手段は、前記他の通信装置に前記コンテンツの再生に関する情報を前記第三の
無線ネットワークを介して送信することを特徴とする請求項１２から１６の何れか一項に
記載の通信装置。
【請求項１８】
　前記通信装置が前記第二の動作チャネルを利用して前記他の通信装置と接続する第三の
接続手段と、
　外部装置が有するコンテンツの取得を前記通信装置へ指示する際に前記他の通信装置が
送信する所定の信号を、前記第三の接続手段により接続した前記他の通信装置から受信す
る第三の受信手段と、を有し、
　前記変更手段は、前記第三の受信手段によって前記所定の信号を受信した際に、前記他
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の通信装置との接続を変更せず、
　前記取得手段は、前記変更手段により前記他の通信装置との接続が変更されない場合に
、前記第二の動作チャネルを利用した前記他の通信装置との接続を維持したまま、前記外
部装置から前記コンテンツを取得することを特徴とする請求項１２から１７の何れか一項
に記載の通信装置。
【請求項１９】
　前記通信装置が前記第一の接続手段または前記第三の接続手段の何れかにより前記他の
通信装置と接続していることを判定する判定手段をさらに有し、
　前記変更手段は、前記判定手段により前記通信装置が前記第一の接続手段により前記他
の通信装置と接続していると判定された場合は、前記他の通信装置との接続を、前記第一
の動作チャネルを利用する接続から前記第二の動作チャネルを利用する接続へ変更し、
　前記通信装置が前記第三の接続手段により前記他の通信装置と接続していると判定され
た場合は、前記他の通信装置との接続を変更しないことを特徴とする請求項１８に記載の
通信装置。
【請求項２０】
　アクセスポイントと接続する第四の接続手段を有し、
　前記通信装置は前記アクセスポイントを介して前記外部装置と接続することを特徴とす
る請求項１２から１９の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項２１】
　前記第一の動作チャネルを利用する前記他の通信装置との接続、および前記第二の動作
チャネルを利用する前記他の通信装置との接続は、いずれもＷｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔ規
格に準拠した接続であることを特徴とする請求項１２から２０の何れか一項に記載の通信
装置。
【請求項２２】
　前記所定の信号は、前記外部装置から前記コンテンツを取得できるアプリケーションの
問合せを含むことを特徴とする請求項１から２１の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項２３】
　前記所定の信号は、前記外部装置が有する前記コンテンツの取得および再生の実施可否
の問合せを含むことを特徴とする請求項１から２２の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項２４】
　前記所定の信号は、前記通信装置に前記外部装置から前記コンテンツを取得し再生させ
るための指示を含むことを特徴とする請求項１から２３の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項２５】
　前記通信手段により前記他の通信装置から受信した前記コンテンツの再生に関する情報
に基づいて、前記取得手段による前記コンテンツの取得と、前記コンテンツの再生との少
なくとも一方を制御する制御手段をさらに有することを特徴とする請求項１から２４の何
れか一項に記載の通信装置。
【請求項２６】
　前記他の通信装置から、前記他の通信装置が表示している画面の情報と再生している音
声の情報の少なくとも一方を受信する第四の受信手段をさらに有し、
　前記第四の受信手段によって前記画面の情報と前記音声の情報の少なくとも一方を受信
している場合に、前記第一の受信手段によって前記所定の信号を受信することを特徴とす
る請求項１から２５の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項２７】
　前記第四の受信手段は、Ｗｉ－Ｆｉ　Ｍｉｒａｃａｓｔ規格に準拠した通信により前記
画面の情報と前記音声の情報の少なくとも一方を受信することを特徴とする請求項２６に
記載の通信装置。
【請求項２８】
　前記取得手段によって取得した前記コンテンツを表示するための表示手段をさらに有す
ることを特徴とする請求項１から２７の何れか一項に記載の通信装置。



(5) JP 2018-190040 A5 2020.5.14

【請求項２９】
　前記通信手段は、前記他の通信装置に、前記コンテンツの再生に関する情報として、前
記コンテンツが再生、停止、早送り、巻き戻し、一時停止、又はエラーの少なくとも一つ
の状態になっていることを示す情報を送信することを特徴とする請求項１から２８の何れ
か一項に記載の通信装置。
【請求項３０】
　前記通信手段は、前記他の通信装置から、前記コンテンツの再生に関する情報として、
前記コンテンツの再生、停止、早送り、巻き戻し、一時停止、音量の変更、又は再生位置
の指定の少なくとも一つの指示を示す情報を受信することを特徴とする請求項１から２９
の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項３１】
　前記第一の動作チャネルを利用した前記他の通信装置との接続と、前記第二の動作チャ
ネルを利用した前記他の通信装置との接続と、前記第二の動作チャネルを利用した前記外
部装置との接続のうちの少なくとも一つは、ＩＥＥＥ８０２．１１シリーズ規格に準拠し
た接続であることを特徴とする請求項１から３０の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項３２】
　通信装置であって、
　前記通信装置が第一の無線ネットワークを構築する役割となり、前記他の通信装置が前
記第一の無線ネットワークに参加する役割となることで、前記第一の無線ネットワークを
介して前記他の通信装置と接続する接続手段と、
　外部装置が有するコンテンツの取得を前記他の通信装置へ指示する際に、前記接続手段
により接続した前記他の通信装置に前記第一の無線ネットワークを介して所定の信号を送
信する第一の送信手段と、
　前記第一の送信手段によって前記所定の信号を送信した際に、前記他の通信装置との前
記第一の無線ネットワークを介した接続を切断する切断手段と、
　前記切断手段によって切断した場合に、前記他の通信装置の役割が無線ネットワークを
構築する役割となる第二の無線ネットワークを介して前記他の通信装置と再接続する再接
続手段と、
　前記再接続手段によって再接続した場合に、前記他の通信装置に前記第二の無線ネット
ワークを介して前記コンテンツの情報を送信する第二の送信手段と、
　前記第二の送信手段により送信した前記コンテンツの情報に基づいて前記他の通信装置
が前記外部装置から前記コンテンツを取得する場合に、前記他の通信装置と前記第二の無
線ネットワークを介して前記コンテンツの再生に関する情報を通信する通信手段と、
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項３３】
　通信装置であって、
　第一の動作チャネルを利用する第一の無線ネットワークを介して他の通信装置と接続す
る接続手段と、
　外部装置が有するコンテンツの取得を前記他の通信装置へ指示する際に、前記接続手段
により接続した前記他の通信装置に前記第一の無線ネットワークを介して所定の信号を送
信する第一の送信手段と、
　前記第一の送信手段により前記所定の信号を送信した際に、前記外部装置と第二の動作
チャネルを利用する第二の無線ネットワークを介して接続する前記他の通信装置との接続
を、前記第一の無線ネットワークを介した接続から前記第二の動作チャネルを利用する第
三の無線ネットワークを介した接続へ変更する変更手段と、
　前記変更手段により前記他の通信装置との接続が変更された場合に、前記他の通信装置
に前記第二の無線ネットワークを介して前記コンテンツの情報を送信する第二の送信手段
と、
　前記第二の送信手段により送信した前記コンテンツの情報に基づいて前記他の通信装置
が前記外部装置から前記コンテンツを取得する場合に、前記他の通信装置と前記第三の無



(6) JP 2018-190040 A5 2020.5.14

線ネットワークを介して前記コンテンツの再生に関する情報を通信する通信手段と、
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項３４】
　通信装置の制御方法であって、
　第一の無線ネットワークを介して他の通信装置と接続する接続工程と、
　外部装置が有するコンテンツの取得を前記通信装置へ指示する際に前記他の通信装置が
送信する所定の信号を、前記接続工程で接続した前記他の通信装置から前記第一の無線ネ
ットワークを介して受信する第一の受信工程と、
　前記第一の受信工程によって前記所定の信号を受信した際に、前記通信装置の役割が前
記第一の無線ネットワークに参加する役割である場合、前記他の通信装置との接続を前記
第一の無線ネットワークを介した接続から前記通信装置の役割が無線ネットワークを構築
する役割となる第二の無線ネットワークを介した接続へ変更する変更工程と、
　前記変更工程により前記他の通信装置との接続が変更されたことに基づいて、
　前記第二の無線ネットワークを介した接続を維持したまま、前記外部装置から第三の無
線ネットワークを介して前記コンテンツを取得する取得工程と、
　前記取得工程で前記コンテンツの取得を行う場合に、
　前記他の通信装置と前記第二の無線ネットワークを介して前記コンテンツの再生に関す
る情報を通信する通信工程と、
を有することを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項３５】
　通信装置の制御方法であって、
　第一の動作チャネルを利用して他の通信装置と接続する第一の接続工程と、
　第二の動作チャネルを利用して外部装置と接続する第二の接続工程と、
　前記外部装置が有するコンテンツの取得を前記通信装置に指示する際に前記他の通信装
置が送信する所定の信号を、前記接続工程で接続した前記他の通信装置から受信する第一
の受信工程と、
　前記第一の受信工程で前記所定の信号を受信した際に、前記第一の動作チャネルと前記
第二の動作チャネルが異なる場合、前記他の通信装置との接続を前記第一の動作チャネル
を利用する接続から前記第二の動作チャネルを利用する接続へ変更する変更工程と、
　前記変更工程により前記他の通信装置との接続が変更された場合、前記第二の動作チャ
ネルを利用した前記他の通信装置との接続を維持したまま、前記第二の接続工程において
接続した前記外部装置から前記コンテンツを取得する取得工程と、
　前記取得工程で前記コンテンツの取得を行う場合に、
　前記第二の動作チャネルを利用して接続する前記他の通信装置と前記コンテンツの再生
に関する情報を通信する通信工程と、
を有することを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項３６】
　コンピュータを請求項１から３３の何れか一項に記載の通信装置の各手段として機能さ
せるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の通信装置は、第一の無線ネットワークを介して他の
通信装置と接続する第一の接続手段と、外部装置が有するコンテンツの取得を前記通信装
置へ指示する際に前記他の通信装置が送信する所定の信号を、前記第一の接続手段により
接続した前記他の通信装置から前記第一の無線ネットワークを介して受信する第一の受信
手段と、前記第一の受信手段によって前記所定の信号を受信した際に、前記通信装置の役
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割が前記第一の無線ネットワークに参加する役割である場合、前記他の通信装置との接続
を前記第一の無線ネットワークを介した接続から前記通信装置の役割が無線ネットワーク
を構築する役割となる第二の無線ネットワークを介した接続へ変更する変更手段と、前記
変更手段により前記他の通信装置との接続が変更された場合に、前記第二の無線ネットワ
ークを介した接続を維持したまま、前記外部装置から第三の無線ネットワークを介して前
記コンテンツを取得する取得手段と、前記取得手段による前記コンテンツの取得を行う場
合に、前記他の通信装置と前記第二の無線ネットワークを介して前記コンテンツの再生に
関する情報を通信する通信手段と、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の他の側面の通信装置は、第一の動作チャネルを利用して他の通信装置と
接続する第一の接続手段と、第二の動作チャネルを利用して外部装置と接続する第二の接
続手段と、前記外部装置が有するコンテンツの取得を前記通信装置へ指示する際に前記他
の通信装置が送信する所定の信号を、前記第一の接続手段により接続した前記他の通信装
置から受信する第一の受信手段と、前記第一の受信手段によって前記所定の信号を受信し
た際に、前記第一の動作チャネルと前記第二の動作チャネルとが異なる場合、前記他の通
信装置との接続を前記第一の動作チャネルを利用する接続から前記第二の動作チャネルを
利用する接続へ変更する変更手段と、前記変更手段により前記他の通信装置との接続が変
更された場合、前記第二の動作チャネルを利用した前記他の通信装置との接続を維持した
まま、前記第二の接続手段により接続した前記外部装置から前記コンテンツを取得する取
得手段と、前記取得手段により前記コンテンツの取得を行う場合、前記第二の動作チャネ
ルを利用して接続する前記他の通信装置と前記コンテンツの再生に関する情報を通信する
通信手段と、を有する。
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